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●エビデンス

　大動脈炎症候群は進行性の疾患であるが、活動期に脳虚血症状を呈する場合には、神経

学的脱落症状を悪化させずに活動期を乗り越え安定期を迎えることが重要である。近年で

はMRIやCTによる血管造影検査の普及が本症の早期発見を可能とし、治療も早期に行わ

れるため以前と比べて予後が著しく改善している1、2）（Ⅲ）。予後を決定するもっとも重要

な病変は、腎動脈狭窄や大動脈縮窄症による高血圧、大動脈弁閉鎖不全症による鬱血性心

不全、虚血性心疾患、心筋梗塞、解離性大動脈瘤、大動脈瘤破裂である。

　内科療法としては、炎症の抑制を目的として副腎皮質ステロイドを使用し、血沈やCRP

を指標とした炎症反応の程度と臨床症状に応じて投与量を加減しながら継続的、あるいは

間歇的に投与する1）（Ⅲ）。炎症反応が強い場合は、1日量プレドニゾロン20～30mgで開始

するが、症状、年齢により適宜調整する1）（Ⅲ）。合併する血栓症の予防には、抗血小板薬

や抗凝固薬が使用される2、3）（Ⅲ）。

　手術適応は、そのときの炎症反応の程度ではなく、脳虚血症状の重症度を目安に決定す

べきとされている4）（Ⅲ）。薬物治療が無効で、頻回に脳虚血症状を起こし、さらに将来大

規模な心臓外科的手術（例えば大動脈弁置換術など）が必要で、その際の脳血流を維持する

ことが必須と考えられる場合には血行再建術の手術適応とされる4、5）（Ⅲ）。一方、血管内

手術は、未だ議論の余地が残されており、間瀬らの検討では、ステント留置術を施行した

3例中の 2例に再狭窄を認めたとしている6）（Ⅲ）。血行再建術の方法は個々の症例の頭頸

部血流動態や血管の状態に最適なものを選択する必要性があり、そのためには負荷試験を

含めた脳循環代謝評価や胸部CTなどによる十分な検討が必要である3、6）（Ⅲ）。
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推　奨

1． 大動脈炎症候群（高安動脈炎）の治療においては、活動期には血沈およびCRP（C 

reactive protein）を指標に炎症症候と臨床症候に対応しながら、副腎皮質ステ

ロイドの投与量を調節し、MR angiographyあるいはCT angiographyによる

大動脈や腎動脈狭窄病変の経時的な観察を推奨する1）（グレードC1）。合併する

血栓症の予防には、抗血小板薬や抗凝固薬の投与が推奨される2、3）（グレード

C1）。

2． 適切な内科的治療にもかかわらず、頻回な失神発作やめまいのため生活に支障

をきたしている場合や、脳虚血による視力障害が出現した場合には血行再建術

が推奨される2-6）（グレードC1）。

6． その他の脳血管障害その他の脳血管障害
Ⅵ．その他の脳血管障害
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